
令和８年10月１日以降に公告する業務より適用

評価の着眼点 得点

A

技術者資格 保有する資格、経験 B

C

A

B

C

Ｄ

A

B

C

D

A

技術者の専任性 B

C

A 複数年に亘る森林分野に関する継続教育の取得ポイントの証明あり 5
技術者の継続教育 B 森林分野に関する継続教育の取得ポイントの証明あり 3

C 森林分野以外の取得ポイントの証明あり 1 1

小　　　　　計 25

A

B

C

A

B

C

D

A

B

C

A

B

C

A

B

A

B

B

B

小　　　　　計 12

A

業務理解度 B

C

A

実施手順の妥当性 B

C

小　　　　　計 10

A

総合的なコスト B

C

A

B

C

A

社会的要請 B

C

小　　　　　計 15

合　　　　　計 62

（※） 「指定する業務部門」、「同等の能力と経験を有する技術者」とは、別途特記仕様書で指定する技術者をいう。
上限点(60点)を満点(62点)で除した値に応札者の得点合計を乗じた値(小数第２位切り捨て)を当該応札者の評価点とする。 　例　評価点45点の場合　　60÷62×45＝43.548…　∴43.5

1

同種業務の実績
前年度までの１５年度間における同種業務（入札公告に
示す業務）の実績

国発注業務において管理技術者、照査技術者としての実績がある 5

5
都道府県発注業務において管理技術者、照査技術者としての実績がある 3

調査・設計等業務に係る総合評価落札方式の評価項目・評価基準及び配点

評価項目 評価基準 配点

技術士・博士（指定する業務部門（※）に限る）を保有している 5

5ＲＣＣＭ（指定する業務部門（※）に限る）、林業技士（森林土木部門）を保有している 3

その他、同等の能力と経験を有する技術者（※）

4
７５点以上８０点未満である 3

７０点以上７５点未満である 2

７０点未満である 1

予定技術者の経
験及び能力

市町村発注業務において管理技術者、照査技術者としての実績がある 1

国、都道府県、市町村の発注業務において管理技術者、照査技術者としての実績はないが、担当技術者としての実績はある。 0

過去に担当した業務の成績
同種業務の業務成績評定における管理技術者の評定点
（前年度までの２年度間の平均点数）

８０点以上である 4

森林分野及びその他分野の継続教育の実績（前３箇年
度）

【加算評価点】継続教育の取組においてA、B又はCにより加点されており、技術士（CPD
認定）されている場合は加算する。評価対象とする技術部門は以下のとおり。
総合技術管理部門（森林―森林土木） 、 森林部門（森林土木）

加算
評価 6

25

管理技術者の手持ち業務件数（森林整備保全事業以外
を含む１千万円以上の業務）

２件以下、又は契約総金額が３千万円未満である 5

5３～４件、又は契約総金額が５千万円未満である 3

５件以上、又は契約総金額が５千万円以上である 1

企業の実績・能
力・信頼性

低入札価格調査等の実績
低入札価格調査又は品質確保基準価格対象業務の実
績の有無（過去２年度間　自局の実績）

対象業務の受注実績なし 2

2対象業務の受注実績が１件ある 1

対象業務の受注実績が２件以上ある 0

0.5

災害発生時の活動実績
災害発生時に災害協定等（災害復旧調査業務の委託選
定者を含む）に基づく調査等業務の活動実績（前年度ま
での２年間における実績）

自局等と締結した災害協定等に基づき調査等業務の受注実績あり 2

2自局等と災害協定等の締結はしたが調査等業務の受注実績はなし又は、他の森林管理局等と締結した災害協定等に基づき調査等業務の受注実績あり 1

自局等と災害協定等の締結の実績なし 0

業務成績 企業の過去２年度間の業務成績の平均点

８０点以上である 3

3
７５点以上８０点未満である 2

７０点以上７５点未満である 1

７０点未満である

優良表彰 過去10年度間の表彰実績

農林水産大臣又は林野庁長官表彰の実績あり 2

2局長表彰の実績あり 1

表彰なし 0

ワークライフバランス等の推
進の取組

ワーク・ライフ・バランス等の推進に係る認定の取得状況
等

えるぼし、プラチナえるぼし、一般事業主行動計画の策定、くるみん、トライくるみん、プラチナくるみん、ユースエールのいずれかの認定等を受けている 1
1

上記に記載されている認定等を受けていない 0

信頼性 過去２年度間の不誠実な行為の有無
指名停止措置（自局の実績）等の不誠実な行為がある -3

0
指名停止措置（自局の実績）等の不誠実な行為がない 0

賃上げ実績が賃上げの基準に達していない場合、若しくは本制度の趣旨を意図的に逸脱していると判断された場合又は書類等が提出されない場合であって、契約担当官等が通
知する減点措置の開始から１年間に該当する

-3
0

該当なし 0

12

賃上げの実施を表明した企
業等

賃上げの実施の表明の有無

A
事業年度又は暦年において、対前年度又は前年比で給与等受給者一人当たりの平均受給額を３％以上増加させる旨、従業員に表明していること【大企業】

2
2事業年度又は暦年において、対前年度又は前年比で給与総額を1.5％以上増加させる旨、従業員に表明していること【中小企業等】

該当なし 0

A

5前提条件等を把握した上で、必要な検討を行い、概ね妥当な実施手順である 3

前提条件等の把握や必要な検討が不足している 0

10

業務の実施方針
等

業務目的等の理解が十分でなく、実施方針も見直しが必要である 0

前提条件等の把握と、検討内容・手法等提案の的確性・
妥当性

前提条件等を把握した上で、十分かつ幅広い検討を行い、妥当な実施手順である 5

保安林制度、森林整備保全事業、業務の対象となる地
域・箇所の特性、業務の目的・内容の理解度

業務目的等を十分理解し、実施方針に的確に反映している 5

5業務目的等を概ね理解し、実施方針に概ね反映している 3

水質汚濁、木製構造物、生物多様性、景観保全等、環境
の維持、特別な安全対策が必要な場合、現地発生材利
用、省資源、リサイクル対策への取組

施工箇所の位置付け等を十分理解した上で、自然環境、既設構造物の保全、現地発生材の活用等十分理解し、提案している 5

5施工箇所の位置付け等を理解し、概ね必要な検討・提案をしている

技術提案（提案
内容の的確性、
実現性及び独創
性）

コスト縮減意識が低く、検討結果も一般的・抽象的である 0

目的物の性能・機能又は調
査精度

目的物の初期性能の持続性、耐久性等の性能・機能へ
の対応、調査精度の維持・向上のための取組み

目的物の性能等を十分理解し、現地実態を踏まえた高度な提案やそれを実現するための方針を提案している 5

維持管理費・更新費を含めたライフサイクルコスト縮減へ
の対応

長期的な視点かつ新技術を踏まえ、実現性のある提案をしている 5

5必要な知見を有し、概ね実現性のある提案をしている 3

3

施工箇所の位置付け等の理解が不十分であり、必要な検討・配慮が不足し、画一的な提案となっている 0

15

62

5目的物の性能等を理解し、概ね現地実態を踏まえた提案や精度向上対策を提案している 3

目的物の性能等に対する理解や現地の実態把握が不足し、精度向上のための検討も不十分である 0


